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「GE薬可」と指示しても、“在庫問題もあ

り、薬局では多種のGE薬を取り扱うのは

困難（薬剤師）”というように薬局側にもと

まどいがあるようです。

今年４月の診療報酬改定で処方箋様式が一部改訂さ
れ、ジェネリック医薬品（以下略：GE薬）に変更して
よいかどうかのチェック欄が設けられることになりま
した。これによって今後、GE薬の普及が進むと目さ
れていますが、糖尿病の診療現場ではどうなのでしょ
う。薬剤を使うことの多い糖尿病患者さんにとっては、
とても関心の高いトピックスではないでしょうか。

〔回答数：医療スタッフ192（医師36、看護師52、准看護師2、管理栄養
士29、栄養士2、薬剤師46、臨床検査技師12、理学療法士1、その他12。
うち糖尿病療養指導士41）、患者さんやその家族552（食事療法を行って
いる355、運動療法を行っている270、経口薬を服用している109、イン
スリン療法を行っている453。重複回答）〕
＊ここでいう「ジェネリック医薬品（後発医薬品）」とは、新薬（先発
医薬品）の特許有効期間が切れた後に発売される、同じ有効成分の医薬
品をいいます。新薬よりも２～７割ほど安くなり患者さんの負担が軽く
なりますが、治療成績や副作用などの情報が新薬よりも少ないので、切
り替えに慎重な医療機関が多いのが現状です

血糖降下薬のGE薬の扱いについては、

‘積極的に使用したほうがいい’と答えた

方は24％、‘一部GE薬も使用する程度で

よい’とする方は52％と、“使用”につい

ては肯定的に考えている方が多い一方、

上のグラフでわかるように、この話題に

ついてのコミュニケーションは実際には

あまり取れていないのが現状のようで

す。これについては“トラブル時の情報

がない（医師）”“先発品と同等の情報が

ないと安心して患者さんに勧めることが

できない（看護師）”という情報の不足、

“効能が先発品と差があるものが混在し

ている（医師）”など薬効への信頼性の問

題などが話題にしにくい理由になってい

るのかもしれません。また、処方箋に

医療スタッフの約4割が血糖降下薬の

GE薬を“知らない”と答えました。糖尿

病の診療現場で使用するしないにかかわ

らず、その存在については実際あまり認

知されていないようです。しかし、下の

グラフでもわかるように、9割の医療ス

タッフがGE薬の普及を予測しています。




